
百十四銀行を知る

当行のあゆみ

当行は明治11年11月1日、紙幣発行の使命をもって114番目の国立銀行（内認可の順番）として第百十四国立銀行
の名称で設立されました。設立以来、香川県経済の中心として長期間揺らぐことなく続いてきた伝統ある銀行で
あり、今では数少ないナンバーバンク※のひとつです。
※ 設立時の内認可の順番を銀行名として使用している銀行

明治11年  第百十四国立銀行として創業
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創業当時の建物（明治20年頃）
三井淳生画「第百十四国立銀行盛業の図」

高松空襲で被災した当⾏旧本店
（昭和20年）

ATM第１号機を本店に設置

私立銀行に転換し、
株式会社高松百十四銀行に改組

高松空襲で本店が被災するも焼失を免れる

1882年　日本銀行条例により日本銀行創立
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世界恐慌

旧本店
（大正15年）

高松銀行との合併により
株式会社高松百十四銀行を設立

本店を現在地（高松市亀井町）に新築、移転

第百十四国立銀行として創業

東京・大阪証券取引所
市場第一部に上場

商号を株式会社百十四銀行に変更

シンガポール駐在員事務所開設

上海駐在員事務所開設

地銀共同化システム稼動

創業140周年

「百十四銀行SDGs宣言」公表

四国創生に向けた包括連携（四国アライアンス）を
四国の地方銀行4行間で締結
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中期経営計画（2017年4月～2020年3月）
「チャレンジ・バリュー・プラス」スタート
監査等委員会設置会社へ移行

03 04




